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抗がん剤による免疫抑制性細胞の誘導に重要な因子を発見 

 

 

 

研究成果のポイント 

 ・抗がん剤の作用によって，膵
すい

がん細胞から産生される GM-CSF（顆粒球単球コロニー刺激因子）の量

が増加。 

・膵がん細胞から産生される GM-CSF は免疫抑制性の細胞を誘導し，がんを攻撃する免疫機能を抑える。 

・GM-CSF を阻害することで免疫抑制細胞は減り，がんを攻撃する免疫の力が増した。 

 

研究成果の概要 

がん（腫瘍）は，がん細胞だけで成り立っている訳ではなく，他の様々な細胞も含んでいます。そ

の一つがマクロファージという細胞です。医学研究科の平野教授と遺伝子病制御研究所の清野教授の

研究グループは，抗がん剤をかけられると膵がん細胞から産生される GM-CSF（顆粒球単球コロニー刺

激因子）というサイトカイン（タンパク質）が増えることを発見しました。GM-CSF は周囲のマクロフ

ァージに働き，免疫抑制性の細胞に変化させることも分かりました。免疫抑制細胞が増えると，がん

を攻撃しようとする免疫の働きが弱められます。そこで GM-CSF を抗体というタンパク質で阻害する

と，免疫抑制性細胞の生成が減ることも分かりました。 
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研究成果の概要 

（背景） 

がん（腫瘍）は，がん細胞だけで成り立っている訳ではなく，他の様々な細胞も含んでいます。が

ん細胞とその他の細胞との互関係のことをがん微小環境と言います。がん治療では抗がん剤が投与さ

れることが多いですが，この抗がん剤ががん微小環境にどのような変化をもたらすかについてはまだ

まだ不明な点が多い状況でした。 

 

（研究手法） 

ヒトの膵がん細胞や末梢血，また手術で摘出された膵がん組織を使って，がん細胞に抗がん剤を作

用した場合どのようなタンパク質が産生されるか，またその免疫細胞に対する影響は何かなど，がん

微小環境について調べました。 

 

（研究成果） 

抗がん剤をかけられると膵がん細胞から産生される GM-CSF（顆粒球単球コロニー刺激因子）という

サイトカイン（タンパク質）が増えることを発見しました。GM-CSF は周囲のマクロファージに働き，

免疫抑制性の細胞に変化させることも分かりました。免疫抑制細胞が増えると，がんを攻撃しようと

する免疫の働きが弱められます。そこで GM-CSF を抗体というタンパク質で阻害すると，免疫抑制性

細胞の生成が減ることも分かりました。 

 

（今後への期待） 

膵がんに対して抗がん剤で治療する際に，GM-CSF を阻害するような薬剤も併用すれば，免疫機能を

高め治療効果が改善することが期待されます。 
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